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AI を活用したカキ養殖採苗支援ツール「カキ Navi」の 

モニター提供開始について 

～深刻化するカキ養殖事業の課題解決への貢献に向けて～ 

 

中国電力株式会社（広島県広島市、代表取締役社長執行役員：中川 賢剛、以下   

「中国電力」）と株式会社セシルリサーチ（兵庫県姫路市、代表取締役社長：濵中 剛、

以下「セシルリサーチ」）は、AI を活用したカキ養殖採苗※1支援ツール「カキ Navi」※2

について、本日、研究開発の一環としてモニター提供を開始しましたので、お知らせします。 

同ツールのモニター提供は、2025 年度（2025 年 7 月 2 日お知らせ済み）に続き、

2回目です。 

 

近年、地球温暖化の進行や異常気象の頻発などに伴い、海水温の上昇や、塩分濃度

の変動等といった海洋環境の変化が顕著となっています。こうした環境変化は、水産業、

とりわけカキ養殖事業に大きな影響を及ぼしており、各地でカキ成体の大量へい死や、

幼生の発生量の減少および幼生発生状況の不安定化による採苗不調への懸念といった

深刻な課題が報告されています。 

こうした状況を踏まえ、今年度のモニター提供では、「カキ Navi」の優れた幼生検出

技術を通じて、深刻化するカキ養殖事業の課題解決に一層貢献できるよう、モニター

データの分析や利用者へのヒアリング等を通じて評価を行い、今後の改良につなげて

いくこととしています。 

 

中国電力およびセシルリサーチは、モニター提供を通じて収集したデータや利用者の

皆さまのご意見ならびに産学官連携の取り組み※3 を踏まえてカキ Navi の更なる改良

および事業化に向けた検討を進め、地域の課題解決に貢献してまいります。 

 

※1 採苗：海中に漂うカキの幼生を養殖用の土台となるホタテガイの殻に付着させること 

※2 発電所の海水取水路での生物付着対策のための貝類等の幼生検出技術を応用し、海から採取

したプランクトンサンプルの画像を AI に認識させてカキ幼生の検出等を行うツール（ウェブ

アプリ）。中国電力とセシルリサーチが共同で開発し、自治体やカキ生産者の方々の協力を

得ながら実証を進めている（2023年 6月 21日お知らせ済み）。 

※3 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）による研究開発・社会実装促進事業「共創の場形

成支援プログラム（COI-NEXT） 地域共創分野」において広島大学・呉市が取り組む「リモ

ートセンシング（人工衛星に搭載したセンターにより、海洋環境データ等を計測する技術）

を核とした海洋文化都市共創拠点」プロジェクトに、2026年度から中国電力が参画し、取得

する海洋環境データとカキ Navi の連携による分析機能の拡張などの研究開発に取り組むこと

としている。 

https://www.energia.co.jp/assets/info/2025/info20250702.pdf
https://www.energia.co.jp/press/2023/14783.html
https://www.jst.go.jp/pf/platform/
https://www.jst.go.jp/pf/platform/
https://www.jst.go.jp/pf/platform/file/overview/chiiki/05_hiroshima.pdf
https://www.jst.go.jp/pf/platform/file/overview/chiiki/05_hiroshima.pdf
https://www.jst.go.jp/pf/platform/file/overview/chiiki/05_hiroshima.pdf


【モニター提供概要】 

提供対象：カキ養殖事業に関わる方（漁業協同組合、養殖事業者、個人事業主等）  

利用期間：2026年 9月 30日まで 

利用料金：利用期間中に生じるカキ Naviの運営・保守に要する費用の一部について、

利用料金としてご負担をお願いします。  

そ の 他：カキ Navi でカキ幼生を検出する際は、海水サンプル採取用プランクトン

ネットと幼生調査装置が、別途必要となります。（検出結果の閲覧・確認

のみの場合は不要） 

お申し込み方法：カキ養殖採苗支援ツール「カキ Navi」ホームページの「お申込み

はこちら」からお申し込みください。なお、一般のお問い合わせ

フォームを利用しているため、送信の際は、お問い合わせ内容欄に

「モニター希望」とご記載ください。 

        https://inquiry.energia.co.jp/webapp/form/22903_xwhb_112/index.do 

問い合わせ先：support.kakinavi@hd.energia.co.jp(原則メールでの受付となります） 

 

【利用イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://inquiry.energia.co.jp/webapp/form/22903_xwhb_112/index.do
mailto:support.kakinavi@hd.energia.co.jp


＜参考＞「カキ Navi」の詳細について 

カキ養殖採苗支援ツール「カキ Navi」ホームページ 

  https://www.energia.co.jp/business/kakinavi/  

 

＜添付資料＞ 

別紙：「カキ Navi」の概要 

以 上 
  

https://www.energia.co.jp/business/kakinavi/
https://www.energia.co.jp/business/kakinavi/


 

 

「カキ Navi」の概要 

 

１．「カキ Navi」の開発・実証の背景と経緯 

  広島県、岡山県の主要水産業の一つであるカキ養殖では、天然のカキ幼生をホタ

テの貝殻に付着させることで採苗を行っており、天候等の影響により幼生の発生量

が少ない年もあるなか、安定した養殖カキの生産のためには採苗工程の効率化が課題

となっている。 

  この課題解決に向け、中国電力およびセシルリサーチは、広島県の実証事業「ひろしま

サンドボックス『スマートカキ養殖 IoTプラットフォーム』」（2018年度～2020年度）

や「水産業スマート化推進事業」（2021年度～2024年度）への参画等を通じて、カキ

養殖採苗支援ツール「カキ Navi」の開発・実証を行ってきた。 

 

２．「カキ Navi」の特長 

  海から採取したプランクトンサンプルの画像を、カキ Naviを通じてクラウドへア

ップロードすることで、AIがカキ幼生の形態的特徴を基に、成長段階ごとにカキ幼生

を検出し、個体数をカウントする。 

  また、位置情報を含む幼生発生状況を任意のユーザと共有する機能も備えており、

より効率的で安定した採苗につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 

カキ幼生は、他の二枚貝の幼生に比べて蝶

番部分の膨らみ（アンボ）が大きく、また、

カキ幼生は採苗に適したタイミングにのみ

「眼点」が発現することから、これらを AI
による画像解析の指標に活用している。 

カキ幼生の形態的特徴 幼生発生状況の表示画面（イメージ） 


